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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 
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ｉ
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ｒ
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ジ

を
開

設
し

ま
し

た
！

 
未

来
の

バ
ッ

ク
ナ

ン
バ

ー
も

見
れ

ま
す

。
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ユ

ニ
オ

ン
長

崎
で

検
索

！
 

 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

長
崎
県
で
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
の
再
拡
大
が

進
ん
で
い
ま
す
。
８
日
に
は

昨
年
９
月
以
来
と
な
る
県
全

体
で
３
２
名
、
長
崎
市
で
１

４
名
の
感
染
拡
大
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。 

し
ば
ら
く
感
染
報
告
者
が

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
意

識
の
低
下
も
感
じ
ら
れ
ま
す
。

再
度
予
防
の
徹
底
を
行
い
、

感
染
拡
大
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。 

「 

ｂ
ｉ
ｚ
Ｓ
Ｐ
Ａ
！
フ

レ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
『
週
刊

Ｓ
Ｐ
Ａ!

』
編
集
部
が
運
営
す

る
、 

２
０
代
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

向
け
の
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア

が
あ
り
ま
す
。 

１
月
８
日
に
発
信
さ
れ
た

記
事 「

宅
配
寿
司
業
界
で
一
人

勝
ち
「
銀
の
さ
ら
」、
創
業
社

長
が
明
か
す
秘
訣
は
“
怒
ら

な
い
経
営
」〈
取
材
・
文
・
撮

影
／
中
野
龍
〉
は
、 

「
銀
の
さ
ら
」
江
見
朗
社

長
に
成
長
の
要
因
を
聞
い
た

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
で
す
。 

宅
配
寿
司
「
銀
の
さ
ら
」

宅
配
御
膳
「
釜
寅
」
な
ど
を

展
開
す
る
ラ
イ
ド
オ
ン
エ
ク

ス
プ
レ
ス
は 

店
舗
数
７
０
０
店
以
上
、

１
１
期
連
続
で
増
収
を
続
け

る
、
２
０
０
１
年
創
業
の
フ

ー
ド
デ
リ
バ
リ
ー
業
界
の
大

手
で
す
。 

宅
配
寿
司
市
場
に
お
い
て

№
１
、
過
半
数
近
く
の
シ
ェ

ア
、
と
急
成
長
を
遂
げ
ら
れ

た
企
業
の
創
業
社
長
が
、
成

長
の
要
因
は
「
テ
ク
ニ
カ
ル

ス
キ
ル
（
技
術
力
）」
だ
け
で

は
な
く
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
キ

ル
（
人
間
力
）」
に
重
き
を
お

い
た
活
動
の
結
果
で
す
、
と

語
っ
て
い
ま
す
。 

新
興
企
業
で
短
期
間
の
う

ち
に
過
半
数
の
シ
ェ
ア
を
得

た
企
業
と
い
う
と
、
Ｉ
Ｔ
・

Ｉ
Ａ
を
駆
使
し
人
間
力
に
頼

ら
な
い
経
営
、
と
い
う
の
を

想
像
し
が
ち
な
中
で
、
人
間

力
に
重
き
を
置
い
た
活
動
の

結
果
、
と
語
る
大
変
興
味
深

い
記
事
で
し
た
。 

記
事
で
は
「
怒
ら
な
い
経

営
」
と
「
凡
事
徹
底
」
と
い

う
、
同
社
の
社
員
が
携
帯
す

る
ク
レ
ド
（
行
動
規
範
）
を

基
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
す
す

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

「『
凡
事
徹
底
』
と
は
『
誰

で
も
で
き
る
こ
と
を
、
誰
も

で
き
な
い
く
ら
い
徹
底
し
て

や
る
』
こ
と
で
す
。 

（
行
動
規
範
）
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
は
掲
載
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
同
じ
意
味
の
こ

と
が
「
ト
ッ
プ
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の

で
、
転
載
す
る
形
で
紹
介
（
左

上
枠
）
し
ま
す
。 

 

江
見
社
長
は
「
感
謝
の
念

が
足
ら
な
い
か
ら
不
満
を
持

つ
」
と
も
語
っ
て
い
ま
す
。

「
怒
ら
な
い
経
営
、
怒
ら
な

い
活
動
」
の
推
進
。「
凡
事
徹

底
」「
感
謝
の
念
」
等
は
、
私

た
ち
が
業
務
に
携
わ
る
中
で

も
重
要
な
事
柄
で
す
。 

 

ト
ッ
プ
の
理
念
が
全
て
の

職
場
に
浸
透
し
て
い
る
か
は

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
正
社
員

の
待
遇
を
下
げ
て
格
差
を
な

く
そ
う
と
す
る
日
本
郵
政
と

は
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

社
員
を
大
切
に
し
、
人
間

力
の
重
要
性
を
日
本
郵
政
に

理
解
さ
せ
、「
労
働
条
件
見
直

し
提
案
」
を
撤
回
さ
せ
る
こ

と
が
「
２
２
春
闘
」
の
課
題

と
な
り
ま
す
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 
ユニオン長崎中郵支部 

機関紙・ 「みらい」 

ＮＯ．４２１7 
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℡･Fax 095-828-1953 

 

 

期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。 

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。 

トップメッセージ 

「人として、企業として」正しいことを追求するために 

 

怒らない経営 

私たちは「怒らず、恐れず、悲しまず、正直、親切、愉快」をモットーに常

に前向きに成長をこころざし、「感謝の気持ちに基づき衆知を集め、すべ

てを容認し、自他共に正しく導く」という経営指針に沿った活動をしてまい

りました。加えて「怒りの感情」は個人及び企業、ひいては人類において一

切必要のないものと考え「怒らない経営、怒らない活動」を推進していま

す。「怒りの感情」は論理性、合理性を破壊し私たちの目標である「幸せ」

から遠ざけてしまうからです。また「怒りを我慢するのではなく、怒りの本

質（原因）を見つめ、本来怒るべきことなど何もないことに気づく」ことに

より、人は成長し、幸せになることを信じております。「銀のさら」がマーケ

ットで過半数近くのシェアを、極めて短期間で獲得できたコアテクノロジー

は「テクニカルスキル（技術力）」だけではなく「ヒューマンスキル（人間

力）」に重きをおいた活動の結果です。これからも私たちは「怒りの根絶」

を目指すと共に、当社理念の方向性が「人として、企業として」正しいこと

を証明するためにも、常に最善を尽くし、最高の業績を持ってその輪を広

げていきたいと思います。 

また社員一人ひとりの「想い」を大切にし、そこから生まれる「自発性」

こそが、最大の効率を生むという合理性に気付き、一人ひとりが「幸せに

なることこそが目的」であり仕事はその「手段」である、という本質を見

失うことなく、全社一丸となって邁進してまいります。 

 皆様のご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 

「銀のさら」ホームページより転載  

江見 朗 代表取締役社長のトップメッセージ（後半部分） 

 


